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背景

① 河川の大腸菌群は夏期に上昇する傾向がある。

② 河川のふん便指標細菌の排出源について、排出量調査から生活排水
由来の報告があるが、実際の調査は報告があまりない。

⇒生活排水由来のない地点の河川水質の実態を調査。
○大腸菌群等のふん便指標細菌が夏期に上昇していれば、

生活排水由来ではない可能性があるのではないか？
○栄養要求性が高いため、環境中で増殖しないとされている

「ふん便性連鎖球菌」、「腸球菌」についても調査。

⇒生活排水処理施設濃度は夏期に高くないことの確認。

○浄化槽，下水放流水のふん便指標細菌数の実態調査。
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河川の「ふん便汚染指標細菌」に関する問題

病原微生物にかかる水質基準としてのふん便汚染指標について、

「大腸菌群」から「大腸菌」「連鎖球菌」「腸球菌」への基準改定の方向性。

目的

1. 浄化槽等生活排水処理施設の影響のない地点の
ふん便指標細菌の河川水質実態を明らかにする。

2. 浄化槽放流水と下水放流水からのふん便指標細
菌数の季節変動を調査する。

3. 浄化槽整備地域の下流地点、猪名川、淀川のふ
ん便指標細菌濃度を調査する。

4. 1、2、3の各種細菌濃度から、河川中のふん便指

標細菌数に対する、浄化槽と下水処理水の排出
影響について考察する。
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調査の概要

期間および頻度：平成28年4月～平成29年2月、１回／月（スポット）

調査1： 浄化槽処理水が河川ふん便指標細菌数に与える影響の検討。

1-1. 浄化槽の影響を受けない地点（A1)のふん便性指標細菌数を調査する。

1-2. 浄化槽面整備地域の浄化槽処理水の各種ふん便指標細菌数を調査する。

1-3. 浄化槽整備より下流（A2)のふん便指標細菌数を調査する。

調査2： 下水処理水が河川ふん便性指標細菌数に与える影響の検討

2-1. 通常処理における下水放流水（G1,G2)のふん便指標細菌数を調査する。

2-2. 猪名川（B1,B2)のふん便指標細菌数を調査する。
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C1 豊里大橋

B2 利倉

5図1 河川と採水地点

B1 軍行橋
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浄化槽整備地区と調査概要

表1 浄化槽運転状況
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A1

A2

図2 浄化槽整備状況と採水地点

表２ 浄化槽の調査概要

調査回数 基数

10～11 3

1 18

0 39

処理方式 基数

生物ろ過 11

接触ばっ気 47

合計 58
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表3 測定項目と方法

7

細菌以外の水質分析項目
：水温、ｐH、電気伝導度、残留塩素（現地測定）

SS、TOC、T-N、塩素イオン、色度、濁度（実験室持ち帰り後測定）

項目 方法

大腸菌群
X-GAL・MUG法

大腸菌

ふん便性大腸菌群 m-FC法

ふん便性連鎖球菌 M-ｴﾝﾃﾛｺｯｶｽ培地法

腸球菌 Enterolert法
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図3 浄化槽整備より上流と下流のふん便指標細菌の経月変化

J-1 J-2 J-3清掃
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図4 浄化槽処理水の細菌数の経月変化
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図5 下水処理水の細菌濃度の経月変化

河川水の細菌濃度(大腸菌群等）
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図6 河川の大腸菌群等細菌数の経月変化
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図7 河川のふん便性連鎖球菌と腸球菌の経月変化
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浄化槽の排出細菌数の試算

浄化槽排出細菌数（個/日）の試算根拠

＜水量＞ 浄化槽毎の年間水道使用量（平成27年8月～28年7月）

÷365＝VJnm3/日
＜濃度＞BJｎ個/100mL（表4）

J1、J2、J3 ⇒50％値

スポット調査浄化槽⇒測定値

未調査浄化槽 ⇒型式別の50％値

＜排出細菌数（NJ）＞

＝VJ1×BJ1×10×103+・・・+
VJｎ×BJｎ×10×103 （個/日）
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槽

大腸菌群
ふん便性
大腸菌群

大腸菌
ふん便性
連鎖球菌

腸球菌 水量

m3/日

J1（50％値） 46 2 2 51 40 0.80

Ｊ1-2 ＜1.8 ＜1 ＜1.8 ＜1 ＜1 0.27

Ｊ1-3 140 14 49 ＜1 3 0.21

Ｊ1-4 790 49 79 42 27 0.85

Ｊ1-5 130,000 9,500 79,000 4,900 1,000 1.07

J1型の50％値 140 32 49 42 27 2.42

J2（50％値） 7,000 200 33 130 25 1.14

Ｊ2-2 ＜1.8 ＜1 ＜1.8 ＜1 1 0.23

Ｊ2-3 33,000 210 240 160 38 0.54

Ｊ2-4 33,000 ＞3,000 33,000 1,400 980 0.76

Ｊ2-5 54,000 1,300 2,400 2,600 ＞2,420 0.56

Ｊ2-6 120,000 13,000 46,000 2,800 ＞2,420 0.68

Ｊ2-7 130,000 13,000 13,000 5 11 0.25

Ｊ2-8 170,000 ＞3,000 33,000 4,400 ＞2,420 1.26

Ｊ2-9 170,000 3,900 24,000 160 30 0.81

Ｊ2-10 350,000 200 330 40 29 1.10

Ｊ2-11 540,000 ＞5,000 4,900 330 32 0.65

J2型の50％値 120,000 3,000 4,900 160 38 9.76

J3（50％値） 235,000 480 815 51 30 0.59

J3-2 40 5 4 5 3 0.90

J3-3 18,000 1,300 3,300 230 1,046 1.14

J3-4 ＞1,600,000 ＞25,000 130,000 3,100 ＞2,420 0.85

J3-5 ＞1,600,000 160 230 7,900 ＞2,420 0.84

J3型の50％値 233,000 480 895 230 1,046 4.01

表4 浄化槽処理水の細菌濃度と水量

MPN　or　CFU　/100mL

生
物
ろ
過
方
式

接
触
ば
っ

気
方
式

項目

単位

大腸菌群
ふん便性
大腸菌群

大腸菌
ふん便性
連鎖球菌

腸球菌

6.4E+10 9.0E+08 3.8E+09 2.8E+08 1.8E+08

表5　浄化槽からの排出量　個/日

浄化槽排出細菌数が河川細菌数に与える影響の検討
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A1地点の細菌数の試算根拠

＜水量＞ 過去の調査の50％値：1,109m3/日
＜濃度＞ 月別の実測値 BA1（個/100ｍL)
A1地点細菌数（NA1) 月別

＝1,109× BA1 ×10×103（個/日）

VA1＝
1109m3/日

J/A1 J/A1 J/A1 J/A1 J/A1

大腸菌群
ふん便性
大腸菌群

大腸菌
ふん便性
連鎖球菌

腸球菌

4月 17.44 5.70 15.43 1.12 4.82

5月 0.82 1.39 10.29 0.28 0.26

6月 0.73 4.07 6.93 0.45 0.75

7月 0.27 0.81 26.11 0.06 0.05

8月 0.08 0.36 4.85 0.02 0.01

9月 0.12 0.18 0.69 0.01 0.01

10月 0.52 0.16 2.61 0.04 0.29

11月 0.41 0.60 2.61 0.11 0.34

12月 2.40 0.26 2.00 0.53 0.30

1月 4.43 2.48 14.76 0.54 2.37

2月 11.75 6.34 14.76 1.54 7.47

表6 浄化槽排出数/A1細菌数の比の経月変化
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図9 A1地点の細菌濃度の経月変化

下水排出細菌数の試算

試算の根拠

＜下水の細菌数＞＝水量×濃度

水量：毎月の中央値（VG1、VG2）（m3/日）

濃度：毎月の測定値（BG1、BG2)（個/100mL）
細菌数： NG1+NG2＝VG1×BG1×10×1000+VG2×BG2×10×1000
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表7 G1の細菌数試算の根拠

大腸菌群
ふん便性
大腸菌群

大腸菌
ふん便性
連鎖球菌

腸球菌 水量

MPN/100mL or CFU/100mL m3/日

4月 49 5.0 5.0 3.0 4 44,359 

5月 240 6.0 13.0 4.0 11 43,958 

6月 130 27.0 8.0 41.0 60 53,739 

7月 63 2.5 8.0 4.0 5 50,789 

8月 14 2.0 0.5 0.5 8 45,730 

9月 49 9.0 5.0 1.0 8 54,208 

10月 330 3.0 7.8 1.0 1 46,856 

11月 49 0.5 4.0 0.5 6 41,661 

12月 220 7.0 2.0 2.0 3 43,009 

1月 13 0.5 0.5 3.0 5 41,797 

2月 4 0.5 0.5 23.0 11 41,324 

表8 G2の細菌数試算の根拠

大腸菌群
ふん便性
大腸菌群

大腸菌
ふん便性
連鎖球菌

腸球菌 水量

MPN/100mL or CFU/100ｍL m3/日

4月 17,000 240 130 240 121 281,919 

5月 24,000 410 240 116 197 287,453 

6月 7,900 250 330 100 125 357,678 

7月 4,900 180 790 88 326 309,779 

8月 1,100 160 330 34 74 274,005 

9月 2,300 270 240 47 69 311,888 

10月 7,900 510 700 90 78 281,548 

11月 7,900 410 790 430 162 266,142 

12月 17,000 730 1,100 1,300 980 275,983 
1月 4,900 110 310 440 579 261,970 

2月 2,400 74 240 240 130 262,885 

図9 下水処理水（G1+G2）の細菌数の経月変化
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まとめ、今後の課題
（1）浄化槽等生活排水処理施設の影響のない地点の河川のふん便指標細

菌濃度は、大腸菌群、ふん便性連鎖球菌、腸球菌数は、夏季に高い傾向を

示した。また、浄化槽面整備地域の下流や、猪名川軍行橋の地点において

も同様な傾向があった。ただし、このような傾向は、大規模流域河川の下流

ではみられなかった。

（2）浄化槽処理水と下水処理水のふん便指標細菌濃度（大腸菌群、ふん便

性大腸菌群、大腸菌、ふん便性連鎖球菌、腸球菌）は季節的な変動を示さ

なかった。

（3）浄化槽面整備地域での浄化槽処理水からの各種ふん便指標細菌数

が、地区の上流地点の細菌数に対する割合は、河川水濃度が低い場合に、

1を超えてその割合が大きく、大腸菌群、ふん便性大腸菌群、ふん便性連鎖

球菌、腸球菌に比べて大腸菌が特にその比率が高かった。

今後の課題：各種細菌の環境中での挙動や河川水量を考慮した検討を進

め、生活排水処理施設からの排出が河川に与える影響を明らかにしたい。
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ご静聴ありがとうございました。

研究助成いただきました琵琶湖・淀川水質保全機構に、

深く感謝いたします。

調査にご協力下さいました関係者の皆さまに、

深く感謝いたします。
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